
日時 令和７年７月２４日（木）１３：００～１６：００ 

場所 関市立桜ヶ丘中学校 １年１組教室 

 

 

 

１ 日程 

  １３：００～ １３：１０ はじめの会 

  １３：１０～ １４：００ 算数科全体説明  

  １４：００～ １４：５０ 協議会Ⅰ 

１５：００～ １５：５０ 協議会Ⅱ 

１５：５０～ １６：００ まとめの会 

 

２ 当日の内容及び持ち物について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 

中学校教育課程研究協議会【数学】 美濃・可茂教育事務所 

【全体主題】 

「指導と評価の一体化」を核とした授業改善・学習改善の在り方 

【協議会のグループ討議について】 

●協議会Ⅰ 

・指導計画の作成や活用方法について，工夫していることはありますか。作成した指

導計画について、どんな良さを感じていますか。 

  

●協議会Ⅱ  

・指導計画をもとに授業を行う場面で，児童の学習状況を適切にとらえるために，ま

た，とらえた実態を指導に生かすために，どのような工夫をしていますか。 

 

●当日の持ち物 

１ 中学校学習指導要領解説（平成２９年告示） 数学編 

２ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」（中学校 数学）

（国立教育政策研究所教育課程研究センター 令和２年３月） 

３ 協議会資料（美濃地区は美濃教育事務所の HP・可茂地区は Plantに掲載） 

４ 協議会で用いる資料（１０部） 

自分の実践を説明しやすくするため、テーマに関わる実践について「指導案」、

「指導と評価の計画(単元指導計画)」、「教材や実践の様子が分かる写真」などを任

意の様式で持参してください。 
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本
日
の
流
れ

指導と評価の一体化を核とした
授業改善・学習改善

１３：００～１４：００ はじめの会
・所長挨拶
・数学科の全体説明

１４：００～１４：５０ 協議会Ⅰ
１４：５０～１５：００ 休憩
１５：００～１５：５０ 協議会Ⅱ
１５：５０～１６：００ まとめの会

は
じ
め
に
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算
数
科
に
お
け
る
学
習
評
価

評価についての課題と趣旨

評価規準の作成手順

指導と評価の一体化

１

２

３
指導と評価の計画編・単位時間の授業づくり編

数学科における指導と評価の一体化を核とした
授業改善・学習改善

学
習
評
価
の
現
状
に
お
け
る
課
題

国立教育政策研究所教育課程研究センター
「学習評価の在り方ハンドブック」

（小・中学校編）

コラム①：評価に戸惑う児童生徒の声
「先生によって観点の重みが違うんです。授業態度
をとても重視する先生もいるし、テストだけで判断
するという先生もいます。そうすると、どう努力し
ていけばよいのか本当に分かりにくいんです。」

コラム②：中央教育審議会での学習評価への指摘
「関心・意欲・態度」の観点について、「学校や教師
の状況によっては、挙手の回数や毎時間ノートを取っ
ているかなど、
性格や行動面の傾向が一時的に表出された場面を捉え
る評価であるような誤解が払拭し切れていない。」
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児童生徒の 学習改善 に
つながるものにしていくこと

教師の 指導改善 に
つながるものにしていくこと

これまで慣行として行われてき
たことでも、必要性・妥当性が

認められないものは見直してい
くこと

国立教育政策研究所教育課程研究センター「学習評価の在り方ハンドブック（小・中学校編）」

学
習
評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

単元を通して、
組織的かつ計画的に

指
導
と
評
価
の
一
体
化

児童生徒自身が自らの学習を振り返って次の学習に向かうこと（学習改善）
ができるようにする
教師が指導の改善を図る

目標の達成
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第５時の生徒の学び

「これまでに学習した
ことが使えるような
式にできないかな。」

第８時の生徒の学び 第９時の生徒の学び

記録に残す指導に生かす

「理由を明確にして
解き方を判断する
ことができたね。」

指
導
と
評
価
の
一
体
化

「その解き方の方法や
理由が分かるように
書けるといいね。」

思①：因数分解や平方の考えを基にして、
二次方程式を解く方法を考察し、表現することができる。

ｘ２－７ｘ＋１２＝０ 

△

（ｘ－２）２－３６＝０ 

？

（ｘ＋３）２＝６ 

(ｘ－３)(ｘ－４)＝０
Ｘ＝３、４

Ｂ

例：中学校第３学年「２次方程式」

学習指導要領解説
  の記述

内容のまとまり
ごとの評価規準

知識・技能 思考力・表現力・判断力等 主体的に学習に取り組む態度

○二次方程式の必要性と意味
及びその解の意味を理解
している。

○因数分解したり平方の形に
変形したりして二次方程式
を解くことができる。

○解の公式を知り、それを用
いて二次方程式を解くこと
ができる。

○因数分解や平方根の考えを
基にして、二次方程式を解
く方法を考察し表現
することができる。

○二次方程式を具体的な場面
で活用することができる。

○数学的活動の楽しさや数学
のよさを実感して粘り強く
考え、数学を生活や学習に
生かそうとする態度、多様
な考えを認め、よりよく問
題解決しようとしている。

知識及び技能 思考力、表現力、判断力等 学びに向かう力、人間性

ア(ア)二次方程式の必要性と意
味及びその解の意味を
理解すること。

ア(イ)因数分解したり平方の形
に変形したりして二次
方程式を解くこと。

ア(ウ)解の公式を知り、それを
用いて二次方程式を解
くこと。

イ(ア)因数分解や平方根の考え
を基にして、二次方程
式を解く方法を考察し
表現すること。

イ(イ)二次方程式を具体的な場
面で活用すること。

※数学的活動の楽しさや数学の
よさを実感して粘り強く考え、
数学を生活や学習に生かそう
とする態度、多様な考えを認
め、よりよく問題解決しよう
とする態度を養う。

学習指導要領解説
P.139

単
元
の
評
価
規
準
の
作
成
手
順
①

学習指導要領解説
 P.19

次スライド

学習指導要領解説
P.139

「指導と評価の一体化」参考資料 P.86

（参考）国立教育政
策研究所：「指導と
評価の一体化」のた
めの学習評価に
関する参考資料

（参考）文部科学
省：学習指導要領解
説（数学編）

例：中学校第３学年「二次方程式」

例：中学校第３学年「二次方程式」A⑶

第○単元「２次方程式」



5

知識・技能 思考力・表現力・判断力等 主体的に学習に取り組む態度

①二次方程式の必要性と意味
及びその解の意味を理解し
ている。

②ｘの係数が偶数である二次
方程式を平方の形に変形し
て解くことができる。

③二次方程式を因数分解して
解くことができる。

④解の公式を知り、それを用
いて二次方程式を解くこと
ができる。

⑤事象の中の数量やその関係
に着目し、二次方程式をつ
くることができる。

①因数分解や平方の考えを基
にして、二次方程式を解く
方法を考察し、表現するこ
とができる。

②二次方程式を具体的な場面
で活用することができる。

①二次方程式をの必要性と意
味を考えようとしている。

②二次方程式について学んだ
ことを生活や学習に生かそ
うしている。

③二次方程式を活用した問題
解決の過程を振り返って評
価・改善しようとしている。

知識・技能 思考力・表現力・判断力等 主体的に学習に取り組む態度

・二次方程式の必要性と意味
及びその解の意味を理解し
ている。

・因数分解したり平方の形に
変形したりして二次方程式
を解くことができる。

・解の公式を知り、それを用
いて二次方程式を解くこと
ができる。

・因数分解や平方根の考えを
基にして、二次方程式を解
く方法を考察し表現してい
る。

・二次方程式を具体的な場面
で活用している。

・数学的活動の楽しさや数学
のよさを実感して粘り強く
考え、数学を生活や学習に
生かそうとする態度、多様
な考えを認め、よりよく問
題解決しようとしている。

内容のまとまり
ごとの評価規準

単元の評価規準

（参考）国立教育政策研究所「指導と評価の
一体化」のための学習評価に関する参考資料

「指導と評価の一体化」参考資料 P.86

「指導と評価の一体化」参考資料 P.68

単
元
の
評
価
規
準
の
作
成
手
順
②

評価を具体化するという
ことは、目指す姿を具体
化するということ

Point!

例：中学校第３学年「二次方程式」A⑶

第○単元「２次方程式」

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①二次方程式の必要性と意味及びその解
の意味を理解している。

②ｘの係数が偶数である二次方程式を平
方の形に変形して解くことができる。

③二次方程式を因数分解して解くことが
できる。

④解の公式を知り、それを用いて二次方
程式を解くことができる。

⑤事象の中の数量やその関係に着目し、
二次方程式をつくることができる。

①因数分解や平方の
考えを基にして、
二次方程式を解く
方法を考察し、表
現することができ
る。

②二次方程式を具体
的な場面で活用す
ることができる。

①二次方程式をの必要性と意
味を考えようとしている。

②二次方程式について学んだ
ことを生活や学習に生かそ
うしている。

③二次方程式を活用した問題
解決の過程を振り返って評
価・改善しようとしている。

単元の評価規準をもとに、
単元の指導と評価の計画を立てる

※「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料、文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センター

単元の評価規準 例：中学校第３学年「二次方程式」指
導
と
評
価
の
計
画 知①

知②
知③
知④
知⑤

思①
思②

態①
態②
態③

指導と評価の計画
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指
導
と
評
価
の
計
画
づ
く
り

指導と評価の計画

思考・判断・表現

①因数分解や平方根の考え
を基にして、二次方程式
を解く方法を考察し表現
することができる。

横に見て、評価の観点・内容を決めだす

Point!

主体的に取り組む態度

③二次方程式を活用した問
題解決の過程を振り返っ
て評価・改善しようとし
ている。

指
導
と
評
価
の
計
画
づ
く
り

指導と評価の計画
縦に見て、

「ここまでに育てる！」と
「ここで育てる！」を決める

⑤平方根の考え

指導に生かす

指導に生かす
⑧因数分解

⑨いろいろな二次方程式

記録に残す

Point!

参考：令和５年度「指導と評価の一体化」による学習評価の充実・推進事業
研修会 澤井教授資料

思考・判断・表現

①因数分解や平方根の考えを基に
して、二次方程式を解く方法を
考察し表現することができる。
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指
導
と
評
価
の
計
画
づ
く
り

指導と評価の計画

Mさん

△

Ａ

○

縦に見て、
「ここまでに育てる！」と
「ここで育てる！」を決める

Point!

⑤平方根の考え

指導に生かす場面

指導に生かす場面
⑧因数分解

⑨いろいろな二次方程式

記録に残す場面

思考・判断・表現

①因数分解や平方根の考えを基に
して、二次方程式を解く方法を
考察し表現することができる。

指
導
と
評
価
の
計
画
づ
く
り

指導と評価の計画

意図的に育てるために、
「おおむね満足」の姿を描く
（到達目標）

Point!

思考・判断・表現①

十分満足（A）
複数の方法で、いろいろな二次方
程式を解く方法を考察し表現する
ことができている。

おおむね満足（B)
いろいろな二次方程式を解く方法
を考察し表現することができてい
る。

まずは、「おおむね満足」の姿に
至っていない生徒を見逃さず、
指導していこう！

参考：令和５年度「指導と評価の一体化」による学習評価の充実・推進事業
研修会 澤井教授資料

思考・判断・表現

①因数分解や平方根の考えを基に
して、二次方程式を解く方法を
考察し表現することができる。
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指
導
と
評
価
の
計
画
づ
く
り

ねらいに応じて展開や時間配分を工夫する

Point!

指
導
と
評
価
の
計
画
づ
く
り

横に見て、評価の観点・内容を決めだす

縦に見て、

「ここまでに育てる！」と
「ここで育てる！」を決める

ねらいに応じて展開や時間配分を工夫する

意図的に育てるために、
「おおむね満足」の姿を描く（到達目標）
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単
位
時
間
の
授
業
づ
く
り

「おおむね満足」の姿

→出口の姿を明らかにする

ねらい ー 課題 ー まとめ ー 評価

Point!

出口に向かって

→思考が深まるように指導する

Point!

ぎふの
学び

｢指導と評価の一体化」を実現

生成ＡＩの利活用について

科学の芽 道徳教育指導資料

指導改善資料 2024

岐阜県教育委員会
義務教育課

ぎふの子 と ぎふの先生 による多彩な学びが満載！

NEW! GIFU ウェブラーニング

「科学の芽」は、
学校間総合ネット
から閲覧できます。

岐阜県教育委員会
「教員用ページ」に
掲載しております。

これからの
学びの在り方
のヒントが見
つかります！
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